
　
昨
年
11
月
19
日
午
前
、
中
間
貯
蔵
施
設

の
地
権
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
「
30
年
中

間
貯
蔵
施
設
地
権
者
会
」（
門
馬
好
春
会

長
、
以
下
地
権
者
会
と
表
記
）
が
公
益
社

団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会

を
訪
ね
、
一
般
財
団
法
人
日
本
不
動
産
研

究
所
、
同
所
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士
に
対

す
る
懲
戒
請
求
を
提
出
し
た
。

　
地
権
者
会
は
同
日
午
後
、
地
権
者
会
に

事
業
の
進
捗
状
況
を
伝
え
る
説
明
会
の
場

で
環
境
省
に
対
し
て
も
、
県
外
最
終
処
分

場
選
定
へ
の
早
期
取
り
組
み
を
求
め
て
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

　
門
馬
会
長
は

「
わ
れ
わ
れ
は

日
本
の
ル
ー
ル
に
書
か
れ
て
い
な
い
不
公

平
・
不
公
正
な
契
約
で
、
所
有
地
の
提
供

を
迫
ら
れ
て
い
る
。
環
境
省
は
正
当
な
地

代
補
償
の
契
約
に
改
め
る
べ
き
で
、
30
年

後
の
返
還
に
向
け
、
た
だ
ち
に
着
実
に
行

動
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

　
門
馬
会
長
の
発
言
に
は
ど
ん
な
背
景
が

あ
る
の
か
。
詳
細
を
説
明
す
る
前
に
、
中

間
貯
蔵
施
設
の
現
状
を
あ
ら
た
め
て
紹
介

し
て
お
こ
う
。

　
中
間
貯
蔵
施
設
は
福
島
第
一
原
発
周
辺

の
約
１
６
０
０
㌶
の
土
地
に
整
備
さ
れ
、

大
熊
・
双
葉
両
町
に
ま
た
が
っ
て
い
る
。

県
内
各
地
で
発
生
し
た
除
染
廃
棄
物

（
土
壌
や
側
溝
の
汚
泥
、
草
木
な
ど
）

を
安
全
か
つ
集
中
的
に
貯
蔵
す
る
た

め
に
整
備
さ
れ
、
最
長
30
年
間
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
輸
送
が
開
始
し
た
２
０
１

５
年
３
月
か
ら
２
０
４
５
年
３
月
ま

で
）
保
管
す
る
。
そ
の
後
は
県
外
で

最
終
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株

式
会
社
（
＝
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
法
に
明

記
さ
れ
た
。

　
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
３
月
ま
で
に
、

県
内
の
仮
置
き
場
な
ど
に
置
か
れ
て
い
る

約
１
４
０
０
万
立
方
㍍
を
搬
入
す
る
予
定

で
、
昨
年
12
月
16
日
現
在
の
累
計
輸
送
量

は
１
０
０
０
万
立
方
㍍
を
超
え
た
。

　
用
地
交
渉
は
、
昨
年
11
月
末
現
在
、
敷

地
全
体
約
１
６
０
０
㌶
の
う
ち
、
１
１
９

７
㌶
（
地
権
者
１
７
８
４
件
、
全
体
面
積

の
74
・
８
％
）
が
契
約
済
み
。
契
約
は
土

地
の
所
有
権
を
残
せ
る
「
地
上
権
設
定
」

か
、
売
買
を
選
択
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
地
権
者
と
し
て
の
権

利
を
主
張
し
て
い
る
の
が
、
冒
頭
で
紹
介

し
た
地
権
者
会
だ
。
30
年
後
の
県
外
最
終

処
分
・
用
地
返
還
を
謳
っ
て
お
き
な
が
ら
、

当
初
か
ら
売
買
契
約
を
優
先
し
て
い
る
こ

と
や
、石
原
伸
晃
環
境
相
（
当
時
）
の
「
最

後
は
金
目
で
し
ょ
」
発
言
な
ど
環
境
省
の

説
明
に
不
信
感
を
抱
い
た
地
権
者
ら
約
１

０
０
人
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

　
当
初
の
活
動
は
、
30
年
後
の
確
実
な
土

地
返
還
を
担
保
す
る
契
約
書
の
見
直
し
が

中
心
だ
っ
た
。
環
境
省
の〝
逃
げ
道
〟を
防

ぐ
べ
く
、
何
度
も
交
渉
を
重
ね
て
、
20
回

目
の
団
体
交
渉
で
よ
う
や
く
、
30
年
後
の

土
地
の
返
還
を
よ
り
確
実
と
す
る
、
約
30

項
目
を
是
正
し
た
地
上
権
の
契
約
書
案
を

環
境
省
に
受
け
入
れ
さ
せ
、
概
ね
合
意
に

至
っ
た
。
同
契
約
書
の
内
容
が
全
地
権
者

に
も
適
用
さ
れ
、
泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と

は
な
い
契
約
内
容
と
な
っ
た
。

 

治
外
法
権
状
態
の
中
間
貯
蔵
交
渉

　
県
内
各
地
の
除
染
作
業
で
出
た
廃
棄
物
を
保
管
す
る
中
間
貯
蔵
施

設
が
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月
の
搬
入
開
始
か
ら
約
６
年
経
過

し
た
。
昨
年
11
月
末
時
点
で
、
全
体
面
積
の
う
ち
約
74
・
８
％
の
契

約
が
完
了
し
、
協
力
が
得
ら
れ
る
見
込
み
の
公
有
地
を
含
め
、
92
・

５
％
を
確
保
で
き
る
め
ど
が
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
地
権
者

は
「
土
地
の
補
償
額
が
通
常
の
公
共
事
業
よ
り
も
低
く
設
定
さ
れ
て

い
る
」
と
主
張
し
、
こ
の
間
団
体
交
渉
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

中
間
貯
蔵
施
設
の
土
壌
貯
蔵
施

設
（
上
）
と
環
境
省
に
申
し
入

れ
を
す
る
門
馬
会
長（
写
真
左
）

〝補償ルール無視〟環境省と闘う地権者会〝補償ルール無視〟環境省と闘う地権者会



　
続
い
て
地
権
者
会
が
進
め
て
き
た
の
が
、

理
不
尽
な
用
地
補
償
ル
ー
ル
の
是
正
だ
。

　
前
述
の
通
り
、
地
権
者
は
環
境
省
と
契

約
を
結
ぶ
際
に
地
上
権
設
定
か
売
買
か
を

選
べ
る
が
、
放
射
能
汚
染
の
地
と
い
う
こ

と
で
た
だ
で
も
低
い
売
買
金
額
に
設
定
さ

れ
て
い
る
の
に
、
地
上
権
設
定
だ
と
さ
ら

に
低
い
金
額
し
か
支
払
わ
れ
な
い
の
だ
。

　
具
体
的
に
は
売
買
の
場
合
、
震
災
・
原

発
事
故
前
の
地
価
の
50
％（
山
林
は
70
％
）

で
買
い
上
げ
ら
れ
る
が
、
地
上
権
設
定
の

場
合
、
そ
の
金
額
の
70
％
を
一
括
で
支
払

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
環
境

省
は
、
今
年
度
か
ら
、
毎
年
減
額
す
る
こ

と
を
公
表
し
て
い
る
（
今
年
度
は
宅
地
・

田
・
畑
が
58
％
、
山
林
が
63
％
）。

　
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、
田
を
例
に
挙
げ

て
説
明
す
る
。

　
環
境
省
が
提
示
し
た
標
準
地
価
格
に
よ

る
と
、
原
発
事
故
を
想
定
せ
ず
に
算
定
し

た
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
７
～
９
月
時

点
の
地
価
は
、
１
反
歩
（
１
０
０
０
平
方

㍍
）
当
た
り
２
４
０
万
円
。

　
だ
が
、
環
境
省
と
の
売
買
契
約
で
は
地

価
の
50
％
、
す
な
わ
ち
１
反
歩
当
た
り
１

２
０
万
円
し
か
支
払
わ
れ
な
い
。
地
上
権

設
定
だ
と
さ
ら
に
そ
の
70
％
、
１
反
歩
当

た
り
84
万
円
に
な
っ
て
し
ま
う
（
実
際
に

は
、
契
約
者
に
対
し
県
が
〝
見
舞
い
金
〟

と
い
う
形
で
下
落
分
を
補
填
）。

　
地
権
者
会
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
同
じ
環

境
省
管
轄
で
も
、
双
葉
・
大
熊
両
町
内
な

ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
除
染
廃
棄
物
の
仮

置
き
場
や
仮
設
焼
却
場
は
震
災
・
原
発
事

故
前
の
地
価
１
０
０
％
を
基
準
に
し
た
賃

貸
契
約
と
な
っ
て
お
り
、
地
代
は
年
間
１

反
歩
当
た
り
18
・
９
万
円
だ
っ
た
。

　
前
出
・
田
の
例
で
比
較
す
る
と
、
４
年

半
で
中
間
貯
蔵
施
設
用
地
の
地
上
権
設
定

金
額
を
上
回
り
、
６
年
半
で
売
買
金
額
を

超
え
る
。
す
な
わ
ち
、
仮
置
き
場
な
ど
よ

り
中
間
貯
蔵
施
設
の
契
約
の
方
が
低
額
で

不
公
平
な
補
償
に
済
ま
さ
れ
て
い
る
わ
け
。

な
ぜ
か
独
自
ル
ー
ル
を
採
用

　
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の

か
。
地
権
者
会
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
公

共
事
業
の
用
地
補
償
に
関
し
て
は
、
①
公

共
用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
要

綱
（
１
９
６
２
年
閣
議
決
定
）、
②
同
基

準（
１
９
６
２
年
用
地
対
策
連
絡
会
決
定
）

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
〝
国
内
統

一
ル
ー
ル
〟と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

中
間
貯
蔵
施
設
だ
け
は
こ
の
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
独
自
の
ル
ー
ル
が
環
境
省
に
よ
り

設
け
ら
れ
て
い
た
。

　
地
権
者
会
は
見
直
し
を
主
張
し
た
が
、

環
境
省
は
「
地
上
権
設
定
に
よ
る
用
地
補

償
は
日
本
不
動
産
研
究
所
の
不
動
産
鑑
定

評
価
結
果
に
基
づ
き
決
定
し
た
適
正
な
も

の
だ
」
と
言
う
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
地
権
者
会
は
冒
頭
で
述
べ

た
通
り
、〝
ル
ー
ル
外
の
地
上
権
価
格
〟

を
作
成
し
た
日
本
不
動
産
研
究
所
に
対
し

懲
戒
請
求
を
行
っ
た
、
と
。

　
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、「
地
代
」
だ
。

　
同
要
綱
第
19
条
、
同
基
準
第
24
条
で

は
「
使
用
す
る
土
地
（
空
間
ま
た
は
地
下

の
み
を
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
土

地
を
除
く
）
に
対
し
て
は
、
正
常
な
地
代

又
は
賃
貸
を
も
っ
て
補
償
す
る
も
の
と
す

る
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
同
要
綱
の
解

説
書
に
も
「
地
表
使
用
は
一
定
の
期
間
の

使
用
（
長
期
対
象
を
環
境
省
と
確
認
済
）

は
土
地
賃
貸
借
・
地
上
権
も
同
じ
く
、
地

代
又
は
賃
貸
を
も
っ
て
補
償
す
る
も
の
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
詳
細
を
定
め
た
「
公
共
用
地
の
取

得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
細
則
」
に
は
地

代
の
年
額
と
し
て
「
宅
地
、
宅
地
見
込
地

及
び
農
地
＝
地
価
の
６
％
」
と
具
体
例
ま

で
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
仮
置
き
場
の

地
代
は
震
災
・
原
発
事
故
前
の
地
価
の

６
％
程
度
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
前
出
・
田
の
ケ
ー
ス
で
例
え
る
と
、
地

価
の
50
％
で
あ
る
売
買
価
格
（
１
２
０
万

売買と地上権設定の補償金額の違い

※田（1000平方㍍）を想定して試算した。
※地上権価格は今年度、宅地・農地が58％、山林が63％に下げ
　られ、今後毎年度見直しが行われる予定。
※「事故が起きない想定の土地価格」との差額分は県からの〝見
　舞金〟という形で補填されている。
※仮置き場等地代は原発事故前土地価格100%で評価している。
　18.9万円（田・千㎡）を6%で割り戻した土地価格は315万円。

事故が起きない
想定の土地価格
240万円

事故が起きない
想定の土地価格
240万円

売買価格
120万円

（土地価格の50％）

地上権価格
84万円

（売買価格の70％）
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仮置き場は年間1反歩当た
り18.9万円の地代が入る。
累計金額は4年半で85万円、
6年半で123万円に達する。

地代の累計金額

（万円）

中間貯蔵施設の地上権設定
は30年1反歩当たり84万円
の一括払い。しかも、時間
が経つごとに金額が低く見
直されていく

地上権価格

売買価格



円
）
を
ベ
ー
ス
に
し
た
と
し
て
、
地
代

（
６
％
）
は
年
間
７
万
２
０
０
０
円
。
こ

の
設
定
だ
と
17
年
で
１
２
０
万
円
を
超
え

る
。
こ
の
金
額
こ
そ
本
来
地
権
者
が
受
け

取
る
べ
き
地
上
権
設
定
金
額
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
不
公
平
で
不
公
正
な
補

償
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
地
権
者
会
の
門
馬
会
長
は
こ
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「
明
治
22
年
に
旧
土
地
収
用
法
が
公
布

さ
れ
た
時
代
か
ら
土
地
使
用
の
補
償
は
地

代
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法

29
条
３
項
で
も
財
産
を
公
共
の
た
め
に
用

い
る
際
に
『
正
当
な
補
償
』
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
現
行
の
土
地

収
用
法
で
も
土
地
使
用
の
補
償
に
地
代
を

支
払
う
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

適
正
な
地
代
を
支
払
う
た
め
に
定
め
ら
れ

て
い
る
不
動
産
鑑
定
評
価
基
準
に
お
い
て

は
、
将
来
時
点
の
鑑
定
評
価
を
基
本
的
に

禁
じ
て
い
る
が
、
中
間
貯
蔵
施
設
で
は
２

０
４
５
年
の
土
地
価
格
を
１
０
０
％
と
想

定
し
て
地
上
権
価
格
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
環
境
省
の
地
上
権
価
格
は
用

地
補
償
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
法
律
や
既
存

の
ル
ー
ル
、
さ
ら
に
は
国
内
の
土
地
使
用

補
償
事
例
か
ら
も
外
れ
て
い
る
の
で
す
」

　〝
国
内
統
一
ル
ー
ル
〟で
あ
る
同
要
綱
に

つ
い
て
、
小
林
忠
雄
氏
（
旧
建
設
省
で
要

綱
策
定
の
中
心
人
物
）
が
専
門
家
・
事
業

者
・
土
地
所
有
者
・
一
般
国
民
向
け
に
書

い
た
解
説
書
を
紐
解
く
と
、
初
版
本
か
ら

現
在
の
改
訂
版
ま
で
一
貫
し
て
、「
土
地

使
用
（
地
表
）
は
正
常
な
地
代
を
も
っ
て

補
償
す
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
同
要
綱

19
条
（
地
表
使
用
の
地
代
補
償
）
が
そ
の

根
拠
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
上
権
価
格
を
地

代
に
よ
る
土
地
使
用
補
償
の
よ
う
に
捉

え
、
独
自
ル
ー
ル
と
し
て
運
用
し
よ
う
と

す
る
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
、
と
門
馬
会
長
は
主
張
す
る
。

　「
地
代
だ
と
毎
年
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
一
定
の
期
間
で
土
地
価
格
を
上
回
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
地
上
権
価
格
だ
と
そ

う
な
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
地

上
権
自
体
が
完
全
所
有
権
か
ら
制
限
さ
れ

た
権
利
だ
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
地
上
権

価
格
と
す
る
こ
と
自
体
、
地
権
者
が
正
当

な
地
代
を
受
け
取
る
権
利
を
制
限
・
侵
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間

の
団
体
交
渉
で
環
境
省
の
担
当
者
も
そ
の

こ
と
を
認
め
ま
し
た
」

　
例
え
ば
、
地
上
に
設
け
ら
れ
た
送
電
線

や
地
下
を
走
る
地
下
鉄
に
も
地
役
権
・
区

分
地
上
権
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
土

地
価
格
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
が
、
地
表

で
の
営
農
や
建
物
使
用
料
と
併
せ
て
み
る

と
一
定
の
期
間
で
地
価
を
上
回
る
。だ
が
、

地
表
の
地
上
権
価
格
の
み
で
は
土
地
価
格

を
上
回
る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
。
そ
の
た

め
、
地
権
者
会
は
こ
う
し
た
契
約
を
す
る

よ
う
迫
っ
た
環
境
省
に
ル
ー
ル
の
根
拠
を

強
く
示
し
論
理
的
に
地
代
補
償
へ
の
見
直

し
を
求
め
て
い
る
の
だ
。

論
理
が
崩
壊
す
る
環
境
省

　「
お
そ
ら
く
環
境
省
は
『
中
間
貯
蔵
施

設
は
地
代
よ
り
補
償
額
を
低
く
抑
え
ら
れ

る
方
法
で
対
応
し
よ
う
。用
地
補
償
の〝
国

内
統
一
ル
ー
ル
〟
な
ん
て
一
般
的
じ
ゃ
な

い
し
、
地
権
者
で
あ
る
農
家
の
オ
ヤ
ジ
た

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
コ
ミ
や
国
民
も
ご

ま
か
せ
る
』
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
実

際
、
用
地
補
償
関
連
の
法
律
や
ル
ー
ル
を

調
べ
上
げ
て
、
話
を
詰
め
て
い
く
と
、
環

境
省
は
何
も
反
論
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
」

　
門
馬
会
長
に
よ
る
と
、
２
０
１
４
年
４

月
の
段
階
で
は
、
環
境
省
が
福
島
県
と
両

町
に
説
明
し
た
用
地
補
償
に
関
す
る
資
料

に「
賃
貸
借
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
同
年
６
月

に
前
述
「
最
後
は
金
目
で
し
ょ
」
発
言
が

あ
り
、
同
年
７
月
の
環
境
省
・
復
興
庁
公

表
資
料
で
は
「
地
上
権
設
定
・
一
括
払
い
」

と
変
更
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
短
期
間
に
、
ど
う
い
う
経
緯
で
用

地
補
償
の〝
国
内
統
一
ル
ー
ル
〟採
用
を
断

念
し
、
独
自
ル
ー
ル
採
用
に
踏
み
切
っ
た

の
か
、
地
権
者
会
で
は
当
時
の
決
裁
書
を

示
す
よ
う
求
め
て
い
る
が
、環
境
省
は「
決

裁
書
は
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
門
馬
会
長
は
「
環
境
省
の
主
張
理
論
は

完
全
に
崩
壊
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　「
環
境
省
は
当
初
、『
同
要
綱
19
条
で
定

め
て
い
る
地
代
補
償
は
短
期
の
事
業
の

み
』
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
要
綱
条

文
と
解
釈
、
さ
ら
に
は
空
港
な
ど
実
際
に

長
期
契
約
の
事
例
か
ら
も
明
ら
か
な
誤
り

で
し
た
。
ほ
か
に
も
、同
要
綱
19
条
の『
地

代
補
償
が
根
拠
で
あ
る
事
実
』を
無
視
し
、

日
本
語
の
意
味
が
違
う『
補
償
の
考
え
方
』

と
改
ざ
ん
し
て
ま
で
環
境
省
側
の
解
釈
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
補
償
対
象
と
な
る
一

定
の
期
間
に
つ
い
て
『
期
間
と
い
う
概
念

は
な
い
』
と
述
べ
た
り
、
要
綱
19
条
の
地

表
使
用
で
な
い
、
要
綱
20
条
の
空
間
又
は



地
下
限
定
規
定
の
『
使
用
が
長
期
に
わ
た

る
と
き
は
一
時
払
い
と
し
て
補
償
で
き
る

（
＝
地
代
で
な
く
て
も
い
い
）』
と
し
た
例

外
条
文
を
、
基
本
の
原
則
規
定
条
文
を
無

視
す
る
形
で
地
上
権
価
格
の
根
拠
と
し
て

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
当
初
か
ら
専
門
家

の
先
生
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
具
体

的
に
環
境
省
の
間
違
い
の
根
拠
を
示
し
論

理
的
に
一
つ
ひ
と
つ
反
論
し
是
正
を
求
め

て
い
ま
す
」

　
前
述
・
懲
戒
請
求
、
環
境
省
に
よ
る
地

権
者
会
へ
の
説
明
会
開
催
日
の
昨
年
11
月

19
日
に
は
、
地
権
者
が
意
見
を
述
べ
る
場

も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
集

ま
っ
た
と
い
う
。

　
同
日
、
用
地
補
償
以
外
で
地
権
者
か
ら

出
た
要
望
・
意
見
・
質
問
等
は
、
主
に
以

下
の
通
り
。

　
〇
福
島
県
外
最
終
処
分
場
選
定
へ
の
取

り
組
み
を
早
期
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
〇
30
年
後
に
土
地
を
返
還
す
る
際
の
全

面
除
染
実
施
。
原
状
回
復
時
に
は
田
に
山

砂
を
入
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
〇
南
相
馬
市
小
高
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
高
速
道
路
へ
の
汚
染
土
再
利
用
は
断
念

し
て
ほ
し
い
。

　
〇
現
在
ト
ラ
ッ
ク
の
往
来
が
激
し
く
、

平
日
施
設
エ
リ
ア
に
入
る
の
は
危
険
と
感

じ
る
。
高
速
道
路
で
は
法
定
速
度
以
上
の

ス
ピ
ー
ド
を
出
す
な
ど
、
無
謀
な
運
転
の

ト
ラ
ッ
ク
が
増
え
て
き
た
と
い
う
声
が
多

い
の
で
、安
全
指
導
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

　
〇
団
体
交
渉
の
場
に
（
公
共
事
業
関
連

の
法
律
に
詳
し
い
）
国
土
交
通
省
の
担
当

者
や
専
門
家
を
入
れ
、
マ
ス
コ
ミ
公
開
に

し
て
ほ
し
い
（
※
環
境
省
の
回
答
は
「
地

権
者
の
補
償
・
財
産
に
関
す
る
問
題
な
の

で
、
関
係
者
以
外
の
人
物
を
交
え
た
協

議
・
交
渉
は
お
断
り
す
る
」）。

　
同
会
で
は
設
立
当
初
か
ら
「
中
間
貯
蔵

施
設
は
福
島
の
復
興
の
た
め
に
必
要
だ
」

と
賛
意
を
示
し
、会
則
に
も
入
れ
て
い
る
。

事
業
が
安
全
か
つ
順
調
に
進
む
こ
と
を
望

ん
で
い
る
。
た
だ
、
肝
心
の
県
外
最
終
処

分
場
は
残
り
25
年
と
な
っ
て
も
見
通
し
が

全
く
立
っ
て
い
な
い
。

　
環
境
省
の
担
当
者
は
「
小
泉
進
次
郎
環

境
大
臣
も
２
０
４
５
年
ま
で
に
実
現
す
る

こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
減
容
化
再
生
利

用
に
取
り
組
み
、
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
確
実

に
進
め
る
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

門
馬
会
長
は
「
町
民
・
地
権
者
は
簡
単
な

こ
と
だ
け
を
先
に
行
い
、
難
し
い
県
外
最

終
処
分
場
探
し
へ
の
取
り
組
み
を
後
回
し

に
し
て
い
る
こ
と
に
抗
議
し
て
い
る
」
と

厳
し
く
指
摘
し
た
。

理
不
尽
・
不
条
理
と
闘
う

　
中
間
貯
蔵
施
設
に
限
ら
ず
、
原
子
力
を

め
ぐ
る
問
題
は
常
に
〝
先
送
り
〟
で
あ
り
、

重
要
な
問
題
ほ
ど
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、

対
策
も
後
手
に
回
り
が
ち
だ
。

　
原
発
敷
地
内
に
溜
ま
り
続
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
問
題
は
そ
の
典
型
例
だ
ろ

う
。
海
洋
放
出
は
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、

「
中
間
貯
蔵
施
設
の
用
地
で
陸
上
保
管
で

き
な
い
か
」
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
て
い

る
が
、
門
馬
会
長
は
「
地
権
者
ら
が
断
腸

の
思
い
で
協
力
し
て
い
る
先
祖
伝
来
の
土

地
を
目
的
外
で
使
う
こ
と
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
大
熊
・
双
葉
両
町

と
も
反
対
し
て
い
ま
す
。
契
約
書
の
内
容

で
も
目
的
外
の
使
用
を
し
た
場
合
は
契
約

違
反
と
し
て
、
契
約
解
除
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
反
論
す
る
。

　
日
本
原
子
力
学
会
の
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
廃
炉
検
討
委
員
会
の
分
科
会
で

は
、
原
発
敷
地
を
再
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
最
短
で
１
０
０
年
は
か
か
り
、

約
７
８
０
万
㌧
に
及
ぶ
放
射
性
廃
棄
物
が

発
生
す
る
と
い
う
報
告
書
を
公
表
し
た
。

30
年
後
に
必
ず
所
有
地
が
返
還
さ
れ
る
保

証
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
し
、
敷
地
内
に

搬
入
さ
れ
た
除
染
廃
棄
物
が
期
限
通
り
に

搬
出
さ
れ
、
施
設
や
仮
設
焼
却
炉
が
撤
去

さ
れ
る
と
は
正
直
思
え
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
、
門
馬
会
長

は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
原
発
事
故
の
被
災
者
が
さ
ら
な
る
負

担
を
背
負
わ
さ
れ
、
不
幸
に
な
る
と
い
う

理
不
尽
な
連
鎖
状
況
は
看
過
で
き
な
い

し
、
こ
れ
か
ら
も
国
に
是
正
を
求
め
続
け

ま
す
。
ま
ず
は
１
日
も
早
く
全
原
発
を
止

め
、
す
べ
て
の
放
射
性
廃
棄
物
の
量
を
確

定
さ
せ
て
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
日
本
国

民
全
体
で
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

　
自
分
た
ち
に
降
り
か
か
っ
た
理
不
尽
、

不
条
理
に
は
断
固
と
し
て
抗
う
―
―
。
間

も
な
く
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
10
年
の
節

目
を
迎
え
る
が
、
地
権
者
会
の
戦
い
は
ま

だ
終
わ
ら
な
い
。
こ
う
し
た
現
状
は
広
く

知
ら
れ
る
べ
き
だ
。

門
馬
好
春
会
長


